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ま
で
言
わ
れ
た
が
、
大
正
八
年
八
月
に
解
散
し
た
。
翌
九
年
二
月
二
十
一
日
に

は
競
谷
の
伊
香
保
で
広
業
忌
が
営
ま
れ
、
次
い
で
五
月
一
日
か
ら
一
週
間
、
天

籟
会
主
催
の
広
業
遺
墨
展
覧
会
（
竹
の
台
陳
列
館
）
が
あ
り
、
そ
の
十
一
月
に
は

天
籟
会
編
の
『
広
業
偉
観
』
が
発
行
さ
れ
た
。
な
お
、
外
に
作
品
集
と
し
て
は

広
業
の
生
前
に
審
美
書
院
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
広
業
画
譜
』
一

、
二
（
明
治
四
十

三
年
、
大
正
六
年
）
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
本
校
の
教
官
、
旧
教
官
が
死
去
し
た

際
に
は
校
友
会
月
報
に
追
悼
記
事
が
載
る
の
が
常
で
あ
り
。
広
業
の
よ
う
な
大

家
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
無
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
編
者
が

失
念
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

工
芸
部
改
革
の
検
討

大
正
五
年
の
東
京
美
術
学
校
改
革
運
動
以
来
、
根
本
的
改
革
の
必
要
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
た
工
芸
部
（
図
案
科
第
一
部
、
金
工
科
、
鋳
造
科
、
漆
工
科
）
で
は
、

種
々
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
同
八
年
―
―
一
月
に
ま
ず
教
育
課
程
の
改
正
案
で
あ
る

「
工
芸
美
術
部
仮
規
定
」
を
ま
と
め
た
。
そ
の
要
旨
は
学
科
課
程
を
普
通
科
二

年
、
本
科
三
年
と
し
、
普
通
科
で
美
術
に
関
す
る
基
礎
教
育
（
日
本
画

・
鉛
筆

画
・
水
彩
画

・
木
彫

・
塑
造
等
の
実
技
と
美
術
史

・
工
芸
史

・
風
俗
史

・
用
器
画

・
文

学
等
の
学
科
お
よ
び
修
身
、
体
操
）
を
十
分
受
け
た
あ
と
に
本
科
へ
進
み
、
専
門
の

技
術
を
学
ぶ
こ
と
と
し
、
ま
た
、
生
徒
は
美
術
部
の
学
科
の
聴
講
も
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
本
校
創
設
当
初
の
規
則
で
は
普
通
科
二

年
、
専
修
科
三
年
と
さ
れ
、
基
礎
教
育
重
視
の
方
針
が
と
ら
れ
て
い
た
が
、
エ

芸
部
で
は
今
回
こ
の
方
針
を
復
活
す
る
こ
と
に
決
し
た
の
で
あ
っ
た
。

工
芸
部
に
お
け
る
こ
う
し
た
改
革
の
試
み
は
世
の
関
心
を
ひ
き
、
新
聞
に
も

次
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
た
。

時
節
到
来
の
美
術
學
校

大
鋏
陥
と
云
は
れ
て
居
た
エ
藝
部
の
数
育
方
針
一
新

彫
刻
園
案
錨
造
三
科
の
動
揺

多
年
懸
案
の
東
京
美
術
學
校
革
新
問
題
も
今
回
正
木
校
長
英
断
の
下
に
愈
々

解
決
さ
れ
る
時
機
が
来
た
や
う
で
あ
る
、
革
新
と
云
つ
て
も
日
本
聾
科
、
西

洋
聾
科
〔
、
図
画
〕
師
範
科
等
に
は
殆
ん
ど
闊
係
が
な
く
矢
張
り
同
校
の
最

大
鉄
陥
と
云
は
れ
て
居
る
彫
刻
科
闘
案
科
錆
造
科
の
上
に
係
る
問
題
で
あ
る

先
づ
改
革
の
手
は
第

一
に
エ
藝
郡
全
憫
の
数
育
制
度
の
嬰
改
か
ら
着
け
始

め
ら
れ
た
、
従
来
工
褻
部
は
五
箇
年
修
業
中
豫
備
赦
育
が
三
箇
月
、
質
技
赦
育

が
四
年
七
箇
月
で
あ
っ
た
が
最
も
美
術
家
ら
し
い
宜
技
家
を
養
成
す
る
と
云

ふ
新
方
針
の
下
に
此
四
月
か
ら
豫
備
的
美
術
赦
育
を
二
箇
年
に
宜
技
赦
育
を

三
箇
年
に
愛
改
質
施
す
る
教
育
の
根
本
的
刷
新
で
非
常
な
進
歩
と
云
つ
て
よ

い
、
次
に
来
る
べ
き
は
錨
造
科
圏
案
科
及
び
美
術
部
中
彫
刻
科
の
人
の
問
題

で
あ
る
聞
く
所
に
依
れ
ば
錨
造
科
主
任
櫻
岡
〔
三
四
郎
〕
教
授
は
病
氣
隠

退
、
助
赦
授
津
田
信
夫
氏
は
教
授
に
昇
進
と
決
定
近
々
装
表
の
筈
、
又
櫻
岡

氏
の
後
任
は
英
オ
香
取
秀
員
氏
を
抜
く
為
め
目
下
同
氏
に
交
渉
中
で
あ
る
、

閾
案
科
で
は
四
園
の
事
情
上
島
田
〔
佳
突
〕
主
任
赦
授
の
隠
退
と
な
る
べ
く
後

〔場〕

任
と
し
て
學
校
出
身
の
英
オ
小
幡
恒
吉
、
十
二
町
貞
吉
、
澤
田
誠
一
郎
三
氏

〔湯〕

が
敷
へ
ら
れ
其
中
小
幡
氏
の
呼
び
磐
が
一
番
高
い
建
築
圏
案
科
及
び
金
工

科
も
多
少
の
動
揺
は
あ
る
が
建
築
科
に
古
宇
田
宜
主
任
が
あ
り
金
工
科
に
海

野
美
盛
主
任
が
居
る
か
ら
、
大
し
た
改
革
の
餘
地
は
あ
る
ま
い
、
最
後
に
難

物
中
の
難
物
は
彫
刻
科
で
あ
る
が
、
今
度
彫
塑
郡
主
任
の
白
井
雨
山
氏
が
急

〇
革
新
の
手
入
が
始
ま
る
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に
木
彫
郡
専
務
に
移
っ
た
〔
正
し
く
は
予
備
科
木
彫
担
任
兼
務
〕
の
は
麓
て

〔塑
造〕

彫
刻
科
大
革
新
の
前
提
と
も
見
る
べ
く
、
彫
塑
部
主
任
に
朝
倉
文
夫
氏
の
呼

び
磐
最
も
高
く
同
氏
も
既
に
下
交
渉
を
受
け
た
形
跡
が
あ
り
條
件
次
第
で
は

氏
の
學
校
入
り
が
宜
現
さ
れ
や
う
が
、
何
分
難
か
し
い
此
科
の
こ
と
で
、
今

の
所
ど
う
斐
化
す
る
か
一
寸
豫
想
さ
れ
ぬ

（
大
正
八
年
四
月
二
十
一
日
『
大
阪
時
事
新
報
』）

し
か
し
、
こ
の
学
科
課
程
改
正
案
は
翌
大
正
九
年
二
月
の
工
芸
部
教
官
会
議

で
普
涌
科
一
年
短
縮
案
へ
と
修
正
さ
れ
、
ま
た
、
他
科
と
の
関
係
を
調
整
す
る

上
で
支
障
が
生
じ
た
ら
し
く
、
最
終
決
定
は
大
正
十
二
年
の
本
校
規
則
大
改
正

ま
で
持
ち
越
さ
れ
た
。

た
だ
し
、
上
記
の
記
事
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
人
事
上
の
改
革
は
む
し

ろ
自
然
に
進
ん
だ
。
金
工
科
で
は
大
正
八
年
四
月
に
教
授
平
田
宗
幸
が
病
気
で

辞
任
し
、
海
野
清
と
神
矢
教
親
が
助
教
授
と
な
り
、
五
月
、
山
本
正
三
郎
が
講

師
と
な
り
、
九
月
、
教
授
海
野
美
盛
が
死
去
し

‘
+
1月
、
清
水
亀
蔵
が
教
授

に
起
用
さ
れ
た
。
鋳
造
科
で
は
七
月
に
桜
岡
一二
四
郎
が
病
気
で
辞
任
し
、
十
一

月
、
津
田
侶
夫
が
教
授
に
昇
格
。
七
月
に
は
杉
田
精
二
が
講
師
に
採
用
さ
れ
て

〔戸
麻
上
は
佳
蔵
〕

い
る
。
図
案
科
で
も
今
和
次
郎
、
斎
藤
佳
三
の
二
人
が
講
師
と
し
て
採
用
さ

れ
、
工
芸
部
教
師
の
顔
ぶ
れ
は
大
分
新
し
く
な
っ
た
。
上
記
の
記
事
中
に
あ
る

彫
刻
科
の
改
革
は
大
正
九
年
に
実
施
さ
れ
る
。

⑤

今
和
次
郎
、
斎
藤
佳
三
、
山
本
正
三
郎
の
起
用

装
飾
美
術
家
協
会
や
工
芸
美
術
会
が
誕
生
す
る
大
正
八
年
は
、
工
芸
、
デ
ザ

イ
ン
運
動
が
高
ま
り
を
見
せ
た
年
で
あ
っ
た
が
、
本
校
に
も
刷
新
の
機
運
が
興

こ
り
、
そ
の
手
始
め
と
し
て
五
月
二
十
二
日
付
で
、
図
案
科
に
今
和
次
郎
と
斎

藤
佳
三
、
金
工
科
に
山
本
正
三
郎
が
、
講
師
と
し
て
起
用
さ
れ
た
。

大
正
八
年
六
月
一
日
の
『
大
阪
時
事
新
報
』
に
、

「
新
に
美
術
學
校
に
加
ヘ

た
三
櫂
威
」
の
見
出
し
で
、
こ
の
三
人
の
起
用
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。

「
三
氏
は
い
づ
れ
も
同
校
出
身
の
逸
材
で
斯
學
の
櫂
威
者
、
齋
藤
氏
は
衣
服

論
、
意
匠
學
の
二
科
を
、
今
氏
は
西
洋
模
様
學
、
住
宅
論
の
二
科
を
、
山
本
氏

は
彫
金
宜
習
を
掠
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
右
に
開
し
同
校
幹
事
大
村
西
崖
氏

は
語
る
『
従
末
島
田
赦
授
が
橡
任
し
て
居
た
圏
案
法
を
更
に
分
科
し
て
新
に
講

座
を
設
け
齋
藤
今
二
氏
が
夫
々
掠
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
、
齋
藤
氏

の
衣
服
意
匠
學
に
は
世
既
に
定
評
あ
り
今
氏
の
西
洋
模
様
學
も
亦
我
邦
で
は
氏

の
右
に
出
る
者
な
し
と
云
ふ
程
で
雨
氏
共
に
斯
道
の
権
威
で
あ
る
、
山
本
氏
は

特
に
西
洋
打
出
即
ち
ス
ナ
ー
リ
ン
グ
片
切
法
即
ち
イ
ン
グ
レ
ヴ
ィ
ン
グ
に
か
け

て
は
唯
一
の
人
で
あ
る
、
今
回
此
三
氏
が
同
時
に
数
鞭
を
取
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
は
本
校
に
取
り
て
洵
に
塵
ぶ
べ
ぎ
こ
と
で
あ
る
』
と
（
東
京
電
話
）
」

ま
た
、
今
和
次
郎
の
記
す
と
こ
ろ
（
『
考
現
学

六
年
一
月
）
に
よ
れ
ば
、

「
洋
劇
、
翻
訳
劇
が
し
き
り
に
流
行
し
て
い
た
大
正
末
か
ら
昭
和
の

は
じ
め
に

か
け
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
上
野
の
美
校
（
現
芸
大
）
で
、
西
洋
も
の
の
舞
台
の
時

代
考
証
、
つ
ま
り
、
住
居
、
家
具
、
小
道
具
、
衣
装
な
ど
の
講
義
を
や
っ
て
く

れ
と
い
う
学
生
た
ち
の
要
望
に
学
校
が
応
じ
て
、
非
常
勤
講
師
と
い
う
格
で
、

あ
い
つ
な
ら
ば
と
い
う
声
に
う
っ
か
り
私
が
ひ
っ
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ

た
。
さ
あ
、
そ
れ
か
ら
一

0
年
間
ば
か
り
は
、
勉
強
さ
せ
ら
れ
た
も
の
だ
っ

今
和
次
郎
集
第
1
巻
』
昭
和
四
十
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